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ⅠⅠ 決算状況決算状況
20120111年年33月期月期 第第11四半期四半期（（20102010年６月３０日）年６月３０日）



3

7.1%

63.8%

8.1%

2.5%

18.5%

15.1%
8.9%

15.8%

25.5%

34.7%

Ⅰ 決算状況 事業部門別売上高構成比

10/6 977百万円
09/6 865百万円

【外側】
2011年3月期第１四半期

連結売上高
6,487百万円

【内側】
2010年3月期第１四半期

連結売上高
12,198百万円

その他その他

自動車関連
生産設備事業

自動車関連
生産設備事業

FPD関連

生産設備事業

FPD関連

生産設備事業

半導体関連
生産設備事業

半導体関連
生産設備事業

物流機器及び
家電関連生産設備
事業（L&M ）

物流機器及び
家電関連生産設備
事業（L&M ）

10/6 2,253百万円
09/6 2,261百万円

10/6 1,654百万円

09/6 990百万円

10/6 1,025百万円
09/6 7,778百万円

10/6 575百万円
09/6 303百万円
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Ⅰ 決算状況 決算概要

12,198

3,022

11,145

16,313

6,487
8,284

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

売上高 受注高 受注残高

10年３月期　１Ｑ 11年３月期　１Ｑ

決算概要決算概要

■■ 売上高は、自動車関連市場が未だ本格回復に至っていないことやＦＰＤ関連が低調に推移した売上高は、自動車関連市場が未だ本格回復に至っていないことやＦＰＤ関連が低調に推移した
ことなどから減少。連動して利益も減少した。ことなどから減少。連動して利益も減少した。

■■ 受注高は、半導体関連やタイヤ関連の好調さにより大幅に増加、受注残高も増加となる。受注高は、半導体関連やタイヤ関連の好調さにより大幅に増加、受注残高も増加となる。
（単位：百万円）（単位：百万円）

△95.0%34683四半期純利益

△99.6%41,060経常利益

△89.9%1091,089営業利益

△46.8%6,48712,198売上高

増減率

2011年3月期

第１四半期 実績

2010年3月期

第１四半期 実績
連結決算

△△46.846.8％％

＋＋174.0174.0％％

＋＋46.446.4％％
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Ⅰ 決算状況 営業利益の増減要因分析

（単位：百万円）

2009/06
営業利益

2010/06
営業利益

売上高減少
による

損益影響

1,089
販管費減

＋ ＋

原価率減

△980

109
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Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 連結売上高

事業部門別売上高の状況

＋13.0%977865その他

△46.8%6,48712,198合計

△0.3%2,2532,261Ｌ＆Ｍ

＋67.1%1,654990半導体

△86.8%1,0257,778ＦＰＤ

＋89.3%575303自動車

対前年同期比

増減率
2010/62009/6事業部門

単位：百万円

自動車
8.9%

ＦＰＤ
15.8%

Ｌ＆Ｍ
34.7%

その他
15.1%

半導体
25.5%

半導体
8.1%

その他
7.1%

Ｌ＆Ｍ
18.5%

ＦＰＤ
63.8%

自動車
2.5%

2009/6 2010/6

自動車関連設備自動車関連設備 ：米国向けの売上などにより増加（：米国向けの売上などにより増加（＋89.3%%））

ＦＰＤ関連設備ＦＰＤ関連設備 ：複数の大型案件を売り上げた前年同期との比較では大幅減少（：複数の大型案件を売り上げた前年同期との比較では大幅減少（△86.8%%））

半導体関連設備半導体関連設備 ：市場の回復により、大型案件の売上も増え、大幅増加（：市場の回復により、大型案件の売上も増え、大幅増加（＋67.1%%））

Ｌ＆Ｍ関連設備Ｌ＆Ｍ関連設備 ：タイヤ関連が堅調であり、前年同期並みで推移（：タイヤ関連が堅調であり、前年同期並みで推移（△0.3%%））

・・

・・

・・

・・

■■ ＦＰＤ関連が減少したが、半導体関連は大型案件の売上も増え、増加。Ｌ＆Ｍはタイヤ関連が堅調。ＦＰＤ関連が減少したが、半導体関連は大型案件の売上も増え、増加。Ｌ＆Ｍはタイヤ関連が堅調。
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Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 地域別連結売上高

地域別売上高の状況

－－－その他

△46.8%6,48712,198合計

△40.1%61102欧州

＋295.2%2,300582北米

△57.3%4841,135アジア

△64.9%3,64110,378日本

対前年同期比

増減率
2010/62009/6地域

単位：百万円

アジア
7.5%

日本
56.1%

北米
35.5%

その他
-

欧州
0.9%

アジア
9.3%

北米
4.8%

その他
-

日本
85.1%

欧州
0.8%

・・

・・

・・

・・

■タイヤ関連の好調さに加え、自動車関連の案件売上で北米向けが大幅増加。■タイヤ関連の好調さに加え、自動車関連の案件売上で北米向けが大幅増加。

国内向け国内向け ：太陽電池関連、半導体関連などが好調だが、ＦＰＤの大型案件を売り上げた前年：太陽電池関連、半導体関連などが好調だが、ＦＰＤの大型案件を売り上げた前年
同期比では減少（同期比では減少（ △64.9% ））

アジア向けアジア向け ：ＦＰＤ関連が好調であった前年同期との比較では減少（：ＦＰＤ関連が好調であった前年同期との比較では減少（ △57.3% ））

北米向け北米向け ：タイヤ関連に加え、自動車関連の売上により約３倍の増加（＋：タイヤ関連に加え、自動車関連の売上により約３倍の増加（＋295.2%295.2%））

欧州向け欧州向け ：同地域の景況回復が遅れ、減少（：同地域の景況回復が遅れ、減少（ △40.1% ））

2009/6 2010/6
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事業部門別受注高の状況

半導体
26.6%

その他
14.6%

Ｌ＆Ｍ
41.2%

ＦＰＤ
12.9%

自動車
4.7%

半導体
14.0%

その他
26.5%

Ｌ＆Ｍ
27.6%

ＦＰＤ
21.6%

自動車
10.3%

＋50.6%1,208802その他

合計

Ｌ＆Ｍ

半導体

ＦＰＤ

自動車

事業部門

3,022

834

422

652

311

2009/6

8,284

3,411

2,207

1,064

392

2010/6

＋174.0%

＋308.9%

＋422.0%

＋63.2%

＋26.2%

対前年同期比

増減率

単位：百万円

Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 連結受注高

■市場回復を背景に各事業部門とも順調に増加。■市場回復を背景に各事業部門とも順調に増加。

2009/6 2010/6

・・

・・

・・

・・

自動車関連設備自動車関連設備 ：本格的な回復には至っていないが、前年同期比では増加（：本格的な回復には至っていないが、前年同期比では増加（＋26.2%））

ＦＰＤ関連設備ＦＰＤ関連設備 ：ヘッドコーターなどの受注確保により増加（：ヘッドコーターなどの受注確保により増加（＋63.2%））

半導体関連設備半導体関連設備 ：市場回復により大型案件の受注も増え、５倍超の増加（：市場回復により大型案件の受注も増え、５倍超の増加（＋422.0%））

Ｌ＆Ｍ関連設備Ｌ＆Ｍ関連設備 ：ＴＶ関連やタイヤ関連の受注確保により４倍超の増加（：ＴＶ関連やタイヤ関連の受注確保により４倍超の増加（＋308.9%））
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事業部門別受注残高の状況

半導体
6.9%

Ｌ＆Ｍ
21.2%

その他
2.0%

自動車
14.3%

ＦＰＤ
55.6%

＋153.3%565223その他

合計

Ｌ＆Ｍ

半導体

ＦＰＤ

自動車

事業部門

11,145

2,366

771

6,196

1,587

2009/6

16,313

6,077

2,094

5,673

1,901

2010/6

＋46.4%

＋156.8%

＋171.6%

△8.4%

＋19.8%

対前年同期比

増減率

単位：百万円

Ⅰ 決算状況 事業部門別実績 連結受注残高

半導体
12.8%

その他
3.5%

Ｌ＆Ｍ
37.2%

ＦＰＤ
34.8%

自動車
11.7%

■ＦＰＤ関連のみ、やや減少したものの、他の各事業部門は増加し、全体では４６％の増加。■ＦＰＤ関連のみ、やや減少したものの、他の各事業部門は増加し、全体では４６％の増加。

2009/6 2010/6
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Ⅱ トピックス

ＧＭ社より約５０億円のエンジン組立ラインを受注ＧＭ社より約５０億円のエンジン組立ラインを受注

■ 概要 ■

７月２0日、米国 General Motors Corporation（以下「ＧＭ社」）から新型エンジン組立ラインの
大型案件を受注した件について公表しました。

今回受注した設備は、ＧＭ社が戦略的に開発を進める直噴エンジン技術と最先端燃焼シス
テムを採用した低燃費エンジンを生産するための組立ラインであり、これまで当社が築いてき
た技術力や品質が評価されて、受注につながったものです。

ＧＭ社は昨年７月以降、北米地区22施設に総額23億ドルを超える投資を発表しており、当社
の受注案件は本年４月に発表された、クリーンで低燃費のエンジン生産に向けた８億９千万ド
ルの投資の一部です。

尚、当案件の受注高は約５０億円で、2011年３月期から2013年３月期にかけて、工事進行基
準により売り上げる予定です。
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ⅢⅢ 市場動向および市場動向および
20120111年３月期業績の見通し年３月期業績の見通し
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＋184.7%125(0.4）25(0.1)100(0.6)43(0.1)当期純利益 （率）

△44.7%100(0.3）100(0.6)－180(0.5)経常利益 （率）

△17.7%300(0.9）200(1.2)100(0.6)364(1.1)営業利益 （率）

＋29.2%3,8002,941その他

＋17.4%8,6007,322Ｌ＆Ｍ関連

34,000

通期

半導体関連

ＦＰＤ関連

自動車関連

売上高 17,000

下期

4,500

11,100

6,000

17,000

上期

2011年3月期

＋1.6%4,431

△23.6%14,520

＋41.5%4,240

＋1.6%33,455

前期比

増減率

2010年3月期

実績

（単位：百万円）

ⅢⅢ 市場動向および市場動向および20112011年３月期業績の見通し年３月期業績の見通し 業績予想

※※業績予想に変更はありません。業績予想に変更はありません。
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ⅣⅣ 参考資料参考資料
20120111年年33月期月期 第第11四半期四半期（（20102010年６月３０日）年６月３０日）
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Ⅳ 参考資料

143
168

76 76

202
220

0

50

100

150

200

250

09/06期 10/06期 09/06期 10/06期 09/06期 10/06期

研究開発費 設備投資額 減価償却費

百万円

研究開発費・設備投資額・減価償却費
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ⅣⅣ 参考資料 事業部門別・地域別四半期推移（売上高）

3,242

7,778

2,110

2,789

1,025

1,188

1,804

1,654

377
1,120

3,562

2,253589

607

879

977

463

2,514
1,330

6,615

303 575

2,142

5,203

1,842

6,877

7,1281,527
1,642

458

990

447

1,495

1,0112,504

2,261

865

774

953
1,164

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2009/3 2
Ｑ

3Ｑ 4Ｑ 2010/3 
1Ｑ

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 2011/3 
1Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

事業部門別四半期売上高の推移 地域別四半期売上高の推移
百万円 百万円

9,673

3,888

5,821

3,641

1,135

322

1,594

484

1,141

3,619

2,300
46

137

144

10,378

7,023

3179

10,236

4,144

1,242

357

1,937

1004

582

4,667

1,880
1,081

61

102

264
324

636

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2009/3 2
Ｑ

3Ｑ 4Ｑ 2010/3  
1Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2011/3 
1Ｑ

日本 アジア 北米 欧州

6,596

13,757

12,884

16,472

12,198

4,586
5,490

6,596

13,757

12,884

16,472

12,198

4,586

5,490

11,179 11,179

6,487 6,487
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ⅣⅣ 参考資料 事業部門別四半期推移（受注高・受注残高）

2,341 2,178
1,354

392
652

1,222
4,230

1,064

2,268

1,367

2,207815

1,356

5,442

3,411

754

670

558

960

1,208

311559 899934
794

4,595

727

2,566

575422
323

1,154
860

834

1,798 1,307

1,127

1,038

729
802

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2009/3
2Ｑ

3Ｑ ４Ｑ 2010/3 
１Ｑ

2Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2011/3 
1Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

事業部門別四半期受注高の推移 事業部門別四半期受注残高の推移
百万円 百万円

9,216

2,873 2,084 1,901

6,196 4,193 5,634 5,673

1,979 1,542 2,0942,803
3,039

4,920 6,077

246

304

335
565

7,636
1,1571,580 1,587

21,937

5,081

19,656

13,322

1,473

2,139

1,338

771
899

3,793

4,161

3,864

2,366
223

286

331

254

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

2009/3 
2Ｑ

3Ｑ 4Ｑ 2010/3 
１Ｑ

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 2011/3 
1Ｑ

自動車 FPD 半導体 L&M その他

8,615
8,738

3,535
3,022

3,687

7,584

37,405

33,258

20,321

11,145
10,246

12,340

13,356

14,517

8,284

16,313
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ⅣⅣ 参考資料 主要指標

17,233 16,762 16,30216,36716,003

29.4%27.8% 31.1%31.7% 31.6%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

09/6/30 09/9/30 09/12/31 10/3/31 10/6/30

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

自己資本 自己資本比率

たな卸資産・たな卸資産回転日数

有利子負債残高・D/Eレシオ・Ｎｅｔ D/Eレシオ 自己資本・自己資本比率

売上債権・売上債権回転日数

百万円

百万円

20,13828,712 26,890 21,389 20,370

1.21.2

1.7

1.3
1.6

0.90.9

0.6 0.70.6

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

09 /6/30 09 /9/30 09 /12/31 10/3/31 10/6/30

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

2.4

有利子負債残高 D/Eレシオ Ｎｅｔ　D/Eレシオ

百万円

4,931 3,7644,9975,963 5,695

62
43

55
47 48

0

5,000

10,000

09/6/30 09/9/30 09/12/31 10/3/31 10/6/30

-10

10

30

50

70

90

110

130

たな卸資産 回転日数

日

16,80519,928 15,8029,239 15,413

205
145133

123
134

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

09/6/30 09/9/30 09/12/31 10/3/31 10/6/30

0

50

100

150

200

売上債権 回転日数

倍

百万円 日

注）売上債権回転日数、たな卸資産回転日数については、各四半期の期中平均値にて算出しております。
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本資料のお取扱い上のご注意

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時

点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、

経済動向、他社との競争状況、為替レートなど潜在的なリ

スクや不確実性が含まれています。そのため、事業環境の

変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記

述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることが

あることをご承知おきください。


